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【出品牛造成スケジュール】

出 品 区 分

出 品 月 齢

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

1月 12月 1月 12月 1月

第１区（若雄）

生後15 ～ 23カ月未満

第２区（若雌の1）

生後14 ～ 17カ月未満

第３区（若雌の２）

生後17 ～ 20カ月未満

第４区（系統雌牛群）

生後14カ月以上

第５区（繁殖雌牛群）

別記　３産以上

第６区（高等登録群）

別記　生後14カ月以上

第７区（総合評価群）

生後17 ～ 24カ月未満

第８区（若雄後代検定牛群）

生後24カ月未満

第９区（去勢肥育牛）

生後24カ月未満

伝えよう  熱い想いを　　　　
　示そう  宮崎牛の力を　

　　　　もう一度奪え  日本一

【出品の区分】 〔月齢は、長崎会場初日（平成24年10月25日）で算出しました〕

区　　　　分 生後月齢 〔　生年月日の範囲　〕 備　考

第１区（若雄） 15 ～ 23カ月未満 〔平成22年11月26日～平成23年7月25日〕

第２区（若雌の１） 14 ～ 17カ月未満 〔平成23年 5月26日～平成23年 8月25日〕

第３区（若雌の２） 17 ～ 20カ月未満 〔平成23年 2月26日～平成23年 5月25日〕

第４区（系統雌牛群） 14カ月以上 〔平成23年 8月25日以前〕

第５区（繁殖雌牛群） 別記（3産以上の産歴をもつもの）

第６区（高等登録群） 14カ月以上 〔平成23年 8月25日以前〕

第７区（総合評価群） 出品牛の父（ 宮崎県 ： 百万石・勝平正・秀菊安・美穂国 ）

種牛群  　 17 ～ 24カ月未満 〔平成22年10月26日～平成23年 5月25日〕 ※１）

肉牛群  　 24カ月未満 〔平成22年10月26日以降〕 ※１）

第８区（若雄後代検定牛群） 出品牛の父（ 宮崎県 ： 天奨藤・茂勝守・寿桜岬 ）

24カ月未満 〔平成22年10月26日以降〕 ※２）

第９区（去勢肥育牛） 出品牛の父（ 宮崎県 ： 第７区・８区の交配種雄牛 ）

24カ月未満 〔平成22年10月26日以降〕 ※３）

※１）出品牛の父牛は、平成12年10月１日以降生まれのもの。
※２）出品牛の父牛は、平成17年10月１日以降生まれのもの。
※３）出品牛の父牛は、平成12年10月１日以降生まれのもの。

イチロー選手の言葉より

　　『 準備に集中 それがすべて』
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※8/25以前生まれ

※孫娘牛は8/25以前生まれ
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〔　第７区（総合評価群）交配種雄牛　〕

〔百万石〕 〔勝平正〕 〔秀菊安〕 〔美穂国〕

　「伝えよう 熱い想いを 示そう 宮崎牛の力を もう一度奪え 日本一」この言葉には、『宮崎牛』が第10回全国和
牛能力共進会で『日本一』になるため、宮崎県内の繁殖農家、肥育農家をはじめ、ＪＡ、畜連、行政、関係機関、
全ての関係各位が大同団結して挑もうという強い想いが込められています。
　第10回全国和牛能力共進会は、「和牛維新！　地域で伸ばそう生産力　築こう豊かな食文化」を開催テーマ
に平成24年10月25日から10月29日までの5日間に亘って長崎県で開催されます。和牛に求められる経済能力は時
代とともに変化し、その都度、時代の要求に見事に対応してきましたが、食料、資源、牛肉生産を巡る厳しい国
際競争のなかで臨む今回の第10回全共には、和牛に備わった優れた産肉能力を更に磨くとともに、生産効率を向
上させ、安定した和牛経営に寄与するという長年の課題があります。こうした課題に十分に応え得るということを
証明し、ひいては和牛改良組合をはじめとした生産・改良基盤の安定と強化につなげることが、今回の全共に課
せられた使命であります。
　この全共という大きな舞台で宮崎牛の力を遺憾なく発揮するためには、交配、飼養管理、選抜、保留など全て
の過程において最大限の準備が必要です。
　ここに、第10回全国和牛能力共進会の出品区分と出品牛造成スケジュールを紹介いたします。


